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田中靖宏 （国際部長） 
 
10 月 30 日に開かれた日本 AALA 第 57 大会での、議案提案者である田中国際
部長がおこなった国際情勢についての報告は以下のとおりです。（文字起こしに
一部加筆） 
 
議案の国際情勢について報告させていただきます。大会直前に開かれた常任理
事会では、大会を対立ではなくて団結を強める方向ですすめようという方針に
なりましたので、そういう点に留意をして報告させていただきます。最初に、今
大会はご案内のような事態を受けて、議案を周到に準備することができず、不十
分なまま提案せざるをえなかったことをお詫びします。国際情勢についても 3
役会では骨子を一回協議しただけで、中身は集団的な検討がないまま提案せざ
るを得ませんでした。そういう中でも各県で積極的な議論が行われて、いくつか
の提案が出されています。いずれも正規の機関で集団的に議論して修正提案を
するというかたちでだされています。千葉県からはアメリカの位置つけについ
て大国主義の中身をもっと詳細に分析してほしいということ、またグローバル
サウスの問題で植民地主義の後遺に苦しんでいると片付けられているが、どう
いう矛盾のなかで克服するたたかいがあるのかをちゃんと分析すべきだという
ご意見でした。北海道では、議案の学習会に私も参加させていただきましたが、
世界中に起こっている移民問題と排外主義をもっと重視し取り組もうという提
案がだされました。それぞれ修正に取り入れたいと思います。 
 
小松崎提案の２つの欠陥 
 
つぎにお配りした資料にあるように、小松崎顧問から議案の国際情勢部分の全
面差し替えの提案文書が出されております。そこには日本共産党の立場が正確
に反映されていて、大変立派なものだと思います。議案にたいするご批判も、グ



ローバルサウスについてのあまい評価など、もっとも思われるところが多々あ
りますし、活動方針案についても議案を充実させていただいているので、方針案
の第一項についてはご提案を取り入れてもいいかと思います。 
 
ただし情勢部分についての全面差し替えの提案は，承服しかねます。これからそ
の理由を述べたいと思いますが、大きくいって２つあります。一つは、小松崎さ
んの提案には、日本 AALA が踏まえるべき出発点、一丁目一番地である AALA
諸国人民との連帯をすすめる、それによって世界平和に貢献していくという立
場が決定的に不足しているという点です。2つ目は今、私たちが重視すべきアメ
リカ帝国主義が世界中で行っている凶暴な侵略と戦争の戦略、これについての
評価が非常に甘いという点です。以下、小松崎さんの提案文書にある項目にそっ
て私の意見を述べていきたいと思います。 
 
日本AALAの存在意義はどこにあるか 
 
議案にたいする小松崎さんの批判の第一点は、国際情勢は「規約と目的に沿い、
国連憲章にもとづく平和な世界秩序確立の視点から分析すべきもの」で、この視

点が全く欠落しているというものであります。しかし小松崎さんのこの主張には大
事な前提が抜けております。目的を書いた日本 AALA の規約第二条には、国連
憲章への言及の前に、まず「日本国民とアジア ALA 地域の諸国民相互の理解と
親善を図り」、「連帯活動をすすめ」と書いてあります。ですから「規約と目的に
沿って」というならば、ただ一般的に国連憲章に基づく平和というのではなくて、
日本AALA は、AALA人民との連帯の活動を通じてそれに貢献するという、この
観点をきちんと踏まえて情勢分析しなければならないというのが第一点であり
ます。 
 
それから 2つめに、小松崎さんは「世界情勢の特徴は、国連憲章に基づく平和な
世界秩序の確立と覇権主義による挑戦のせめぎ合い」であると強調されています。

そういう捉え方ももちろん間違いではないと思いますが、しかし私たちが出発点
とすべきは、まず日本におけるたたかい、非核・非同盟の日本をめざす運動と世
界の人民の連帯という立場にたって世界をとらえることです。これなしに運動
の方向はでてきません。ただ一般的に世界は覇権主義と平和主義の戦いだとい



う評価をしたのでは、日本国民がどのような相手との戦い、そして有利な情勢は
どこにあるか、反動はどこにあるかということを見極められなくなってしまう
と考えます。私たちが今直面しているアメリカ帝国主義による日本の実質的な
支配と戦争に持っていくような動きに対して、世界のどこに我々の友人がいて、
どこに敵の友人がいるのかということを見極めることが大切だと思います。し
たがって国際情勢の分析はただ国連憲章の基準を当てはめて、裁判官のように
世界を診断することではなくて、日本の国民のこの戦いにとって、同じ大義とた
たかう連帯の相手がどこにいるか、それを探すことが国際情勢の分析にとって
一番大事なことではないでしょうか。 もちろん国連憲章を基礎とした国際秩序
を求める目標に反対する人はいないし、ほとんどの平和団体が共通として掲げ
ている目標ですが、しかしそれだけでは日本ＡＡＬＡの存在意義を確実にする
ことにはならないのではないかと考えます。 
 
アメリカと西側帝国主義への認識の欠如 
 
3 番目に、小松崎さんは、議案が「世界をアメリカと西欧による覇権支配一色に
描いて、ロシアの侵略については項目すらない」と批判されています。しかし私
の立場から言わせると、小松崎さんの提案は、あらゆる覇権主義反対といってア
メリカとロシアと中国の覇権主義を同等に扱って、アメリカを盟主とする西側
軍事同盟が突出した覇権主義であるという認識が薄いのではないかと思います。
小松崎さんは情勢を客観的に多面的に見なければならないとおっしゃっている
ので、それはその通りだと思いますが、しかし、アメリカを盟主とする西側諸国
の軍事同盟の現状は、かつて米軍のイラク侵攻時とは全く様相が違って、ヨーロ
ッパ、NATO 諸国は日本以上にアメリカ追随,一体性を強めています。イスラエ
ルによるガザ攻撃を正当化し、アメリカのイランの攻撃を容認するといった形
で進められていて、私はアメリカと西側同盟国を一体と見るという見方には、そ
う間違いはないと思っております。これに日本の反動政権が加わっていくとこ
ろに危険があるとふうに見た方がいいと思います。 
 
議案にたいする小松崎さんの 4番目の批判は、「グローバルサウスを隠れ蓑に、ロ
シアや中国を世界の進歩勢力ように印象付けようとしている」というものでありま

す。たしかに議案にはグローバルサウスの現状についての評価もいささか一面的



で甘いというご指摘はあたっているところもあり、そこは補強しなければなら
にとは思います。しかし「グローバルサウスを隠れ蓑にして、ロシアや中国の覇
権主義を免罪し、進歩勢力のように印象つけようとしている」という批判はいか
がなものかと思います。ロシアと中国の覇権主義はもちろん、グローバルサウス
諸国のなかには大きな問題があるのは事実ですが、一方で今のアメリカ帝国主
義と西側同盟による世界支配に対抗する大きな力として発展しているのは事実
ですし、アメリカの支配から自立しようとする非同盟諸国運動の大きな一翼を
占めているということは認めた方がいいのではないでしょうか。私は逆に、小松
崎さんの評価は、中国やロシアを主敵にして、アメリカ帝国主義の悪行を過少評
価しているように読めます。今、私たちが立ち向かうべきはアメリカ帝国主義と
それに追随する日本の支配勢力による戦争政策なのではないでしょうか。ロシ
アや中国の覇権主義はもちろん非難されるべきですが、それとのたたかいを正
面にすえるといくことなのでしょうか。そこはよく議論をいただいて正確にし
ていく必要があると思います。 
 
世界の変化と流れがつかめない 
 
つぎに小松崎さんの提案にある国際情勢の中身に入ります。提案の前文で、「覇
権主義・大国主義に反対、国連憲章に基づく平和と人権が花咲く世界秩序を」求
めるとあるのは平和団体の掲げるスローガンとして間違っていないし賛成です
が、先にいったようにこれだけでは世界全体にどういう変化が起き、どういう世
界に向かってすすんでいるのかという大局的な世界観がみえてきません。そこ
からは日本 AALA ならではの運動の方向がでてきません。むしろ私は小松崎さ
んが米国と中国、ロシアの覇権主義を同等とみなして、アメリカと西側軍事同盟
の突出した侵略と干渉の戦略を軽視しているのは非常に問題だと思います。第
一の項目に「米国第一主義と覇権主義的支配の矛盾の深まり」と書かれています
が、アメリカは自国の利益を優先して「帝国主義的政策を進めてきました」とあ
るだけで、どこにどういう帝国主義的政策をすすめているのか具体的なことは
何も書いてありません。アメリカが中南米や中東、アフリカでやっている侵略と
支配の実態が何もかかれていないというのはいささか不可解で、AALA 諸国人民
連帯の立場にたてば、ここにおける闘いこそ私たちが一番重視すべきことでは
ないでしょうか。とくにトランプ政権のむき出しの帝国主義的政策は西半球、中



南米にたいする政策に如実に表れています。ベネズエラヤコロンビアにたいす
る軍事攻撃について一言もないというのはどういうことなのでしょう。 
 
ロシアと中国が主敵なのか 
 
2 項目には「ロシアと中国の大国主義と覇権主義的行動の行きつまり」がとりあ
げられていますが、ここはアメリカについての言及とは反対に具体的な内容に
踏み込んで詳しい批判が展開されています。ロシアによるウクライナ侵略はも
ちろん正当化できないし、私たちも当初から非難声明を出し、その立場でロシア
軍の即時撤退をもとめて運動に参加してきました。これは間違っていないと思
います。また中国の覇権主義的な行動についての批判はその通りで、周辺国に懸
念があることは事実であって、それは脅威でないと否定することはできないと
思います。しかし小松崎さんのいうように、ロシアと中国は本質的に悪い国であ
って、それと立ち向かうことが今日本の国民がとらなければならない立場だと
いうのはいささか敵を間違えることになるんじゃないかと思います。非核・非同
盟・中立の日本をめざす私たちが立ち向かわなければいけないのは日本を中国
との戦争に引き込もうとして圧力をかけているアメリカ帝国主義とそれに追随
する代理勢力であって、中国とロシアではないということははっきりさせてお
きたいと思います。  
 
ウクライナ戦争の即時停戦を求める立場 
 
ウクライナ戦争については、今大会での大きな議論になると思いますが、私たち
は当初ロシアの侵略が起こった時に、国連憲章違反の侵略行為であるからその
停止とロシア軍の撤退を要求しました。しかし同時に、その時の声明を見ていた
だければわかるんですけれども、各国に対してウクライナに干渉するなという
ことと、西側軍事同盟のやり方には私たちは反対であるということを声明に盛
り込んでおります。声明を作る過程で議論があったところですが、その後もこの
戦争がなぜ起こったのか、どういう経過でこの 戦争があって、その背景には何
があるかということについて非常に大きな議論があり、それは大いに学ぼうと
いうことで、AALA ニューズなどでいろいろな議論を紹介しながら議論を深めま
した。その結果、ロシアの侵略を非難し撤退を求める立場はかわらないけれど、



ウクライナ支援の立場にたって一緒に戦うという立場ではなくて、戦争はもう
やめろとスローガンに意見を集約して、ロシア軍の撤退と公正な解決のために
即時停戦を求めるという立場を前回の大会で決めたわけです。侵略者と被侵略
者を同等にあつかう、どっちもどっち論はとらないという立場は確かに正論で
すが、それではウクライナが勝つまで戦争を続けろというのか、という議論があ
って、「戦争やめろ」のスローガンに集約したわけです。小松崎さんの対案のな
かには、こうした AALA 内部での議論や勉強の経過がまったく反映されていま
せん。ただ「ロシア軍の撤退を求める」一辺倒だった前大会と違って、今回は運
動方針のなかで「ウクライナ戦争の即時停戦をもとめる」とされているは大きな
変化であり、歓迎すべきことです。 
 
ロシア、中国脅威論とは一線を 
 
またロシアには周辺を自国の影響圏とみなす伝統的な大国主義があって、プー
チン政権もウクライナの主権を認めない立場を繰り返しのべています。ただロ
シアがウクライナ全土の占領を狙っているとか、中欧などかつてのソ連のよう
な覇権回復をねらっているというのは根拠がない西側の宣伝だと信頼できる専
門家たちが強調していことで、ウクライナでの残虐な侵略行動があるからとい
ってロシア全体を悪魔のように描く「ロシア恐怖症」とは私たちは一線を画すべ
きだと考えます。 
 
中国について、今の体制をどう評価するかはいろいろな議論があると思います。
問題にされている覇権主義的行動は、小松崎さんも指摘されているように、もっ
ぱら周辺国との間でおきています。軍事力の強化をおこなっていることは懸念
材料ですが、アメリカのように世界的に基地をおいて軍事介入をおこなってい
る覇権主義とは規模も性質もことなります。周辺地域との争いについて、東シナ
海、南シナ海もそうですけど、国境問題については、我々はどちらの立場ににも
立たず、領土問題はその当事者の話し合いによって解決するという原則を今ま
で主張していました。ですから日本のマスコミでさかんに報道される中国の一
方的な覇権主義的な行動もそういう見地にたって、当事国による話し合いによ
る解決を求め、外部勢力の介入に反対するという立場を忘れないようすること
が大事だと思います。小松崎さんは、香港やウィグル、チベットでの政治的な抑



圧や人権侵害を指摘されていますが、人権問題は国際問題だといっても、それぞ
れの国の国内問題を解決するのはその国の国民自身であり、外部からの圧力や
介入には反対する立場も明確にしたいと思います。台湾についてこの間、台湾の
反戦平和勢力との交流をしてきましたが、台湾の地位に関する問題は台湾と中
国の人たちが話し合いで決めるもので、外部からこうすべきだああすべきだと
はいわないという立場を明確にして、戦争をおこさせないという一点で協力し
ようという態度を貫いてきました。 
 
小松崎さんはこのほか中国の問題をあれこれ述べられて、たしかに問題点があ
ることは確かだけども、中国を日本国民がたたかうべき主敵と考えているので
しょうか。私たちは根拠のない中国脅威論には注意をしなければならないと思
います。日本の一般マスコミのように中国悪玉論にのってしますと、そんなに悪
くて危険な国ならば、やっぱり守りを固めなければならない、自分で守るか、ア
メリカに守ってもらうしかないという議論に直結していくわけですね。 
 
ジェノサイドを支援するアメリカは共犯 
 
小松崎さんは中東、ガザ問題を世界に大きな影響を及ぼすとして一項目をたて
てあれこれ論じておられますが、イスラエルによるガザでのジェノサイドや周
辺国への侵略を軍事的、財政的、政治的に支えているのがアメリカであることを
一言もふれていないのはなぜでしょうか。西側諸国もそれを長い間追認し、事実
上、支援していることも忘れてはならないことです。 
 
小松崎さんは 4 番目として、グローバルサウスと ASEAN の存在と役割という
項目を立てられ、「グローバルサウス諸国（AALA 地域）は、植民地支配の負の
遺産と新自由主義・金融支配に苦しみながら、経済を含めた大国支配からの脱却
をめざし、国際協調（多国間主義）に基づく公正な世界秩序の模索と挑戦を続け
ています。その中で、国際政治は、欧米への一極的集中から多極化へと動きつつ
あります」とのべられています。この認識は私と同じです。ASEANについても
細かいところ色々ありますが、これを前向きに評価するのは全く賛成でありま
す。第５項目の核兵器の問題についても、細かいところは違いがありますが、全
体として異論はありません。 



 
最後の 6項目目として、「差別・分断・排外主義に抗する国内外の共同は喫緊の
課題」がとりあげられています。これは原案になかった大事な問題で、現状把握
も取り上げる角度もまったく賛成であります。 
 
以上が小松崎さんの「国際情勢」にかんする全面差し替え案にたいする答えです。
それにもとずく運動方針案では、それぞれの項目は重なった部分もあり、また小
松崎さんが充実させていただいた項目もありますので、そういう部分について
は全面的に差し替えても差支えがないと思っております。以上で報告を終わり
ます。 
 
（以上） 


